
術
の
フ
ォ
ト
ペ
-
オ
ヂ
ズ
ム
に
側
す
る
賓
駿
的
研
究

あ

i軸
ノ

禁

肘色

安

人

市

大

緒

冒

鵬
は
綱
川
版
下
に
於
で
は
'
エ
盛
作
物
と
し
て
=収
も
れ
蛮
な
る
も

わな
-
｡
枚
に
(==地
ん

に
於
て
は
'
鵬
の
フ
ォ
ト
ベ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に

和

す

.5
如
泡
と
市
す
る
こ
J
)は
畑
丘
荻
に
非
ら
ざ
h1
な
り
｡
此
山
に
LJ
IAE
i
i
果
即
究
桝
に
於
け
る
附
加
tj
.
六
1-ミ
此

〃
桝
廿J
仏
紙
を
恨
打
せ
ん
.

と
す

｡

算

t
葺

照
明
時
間
ビ
闇
の
生
育
U
の
開
係

二

価

廟

の

カ

統

Tt
t<

料

n州
排
は

｢
芯
以
野
｣
を
川
ひ
た
り
C

二
'
脚

明

咋

=FE

∴
十
川
岬
問
照
-;

朋
の

ソ
叶
トぺ
け
d
'･Ti

A
に
岬

T
4
げ
嶺
的
桝

況
(那

+.棚
)



鵬
の
フ

ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
.文.
ム
に
開
す
,毒

職
的
桝
究
(那

i
耶
)

十

二
時
榊
照
明

八
時

Ⅷ照
明

川
時

間
照

明

概

畔

(
下
前
九
時

1
乍
後
九
咋
)

へ
十
前
九
時

-
午
後
克
帖
)

(
lL
前
九
時

1
咋
後

一
昨
)

(白
然
)

t.･.雨

は
日
光
に
よ
り
'
夜
間
は
猫
作
に
よ
-
照
明
す
｡
肘
明
は
戸
外
に
て
な
し
'
照
明
以
外
の
帖
剛
は
試
料
を
将
滋
に
駐
き
た
リ
o
t;J
柁

十
末
恥
の
ポ
ッ
ト
に
欄
を
枯
ゑ
'
昭
和
五
年
四
月
十
五
日
よ
-
襟
駿
に
茄
手
せ
-
0

二
､
実

施

の

結

果

仰
州明
鴨
川
の
題
短
と
草
丈
'
分
張
'
槻
花
始
期

等
と
の
剛
係
は
節

一
義

の如
し
o

g
Jj-
鮎

川

意

o
瀬
沖
.j
}
詩
替
.
霊
7
E
頒

t
遍

RB
裏

付
O

蔓
涼



惑
E･(
こ
,
t

B

L
IS
空

目
i;fS

吋
巾膏
恥
L
,

(忘

iH

E
ti.I_
讃
7J
O
･†
替
電

y
D

藻
ClfJ:
I)o

(
ド
)怒
粁
4
'
昏

布

t

i
一
丸
y

三
日
如
環

年
73
汁

藍

叩坤
fy
二

⊥
}fIb叫
空
目

囲
/Jj:
F

70

節

'!
火
に
･i<
れ
ば
'
自
然
状
態
に
て
は
六
;
三
日
に
川
体
中

一
作
糊
花
し
た
る
に
.'
二
十
川
帖
H日
脚
明
の
も
の
は
茄
〃
十
日
に
紐
て
糊
化

し
始
め
た
-
｡
叉
十
+.
..峠
仙
'
八
時
榊
及
び
川
時
m
g
.f明
の
も

のは
令

-

湖
北
せ
ぎ
り
き
O
伯
に
州
は
明
ら
か
な
る
丘
目
性
納
物
な
り
｡

草
丈
は
排
畔
に

比
し
.
:
‥十
川
帖

m

照

明
.i
i

は
.ii
′
､'
十
∴

時
榊
'
八
時
m

t
川
帖
仙
州
印j
WE
は
耕
し
-
灼
か
し
｡
卜
二
'
八
'
川
帖
-

肘
萌

恒

の
t
1丈
如
き
は
'
旧
柄

以
外

山
帖
榊
は
暗
:_+iFに

人
か
た
る
た
め
t
tI
外
よ
り
も
氾
唆
北
に
滋
度

の拭
れ
ろ
桝
に
超
か
か
し
こ
と
も
八

山

一

川

な
ら

む

.

分
健
は

坪
叶
山
も
多
し
｡
卜
.
'･27
帆
及
び
八
川
川
村
明

い
も

り
は
け
畔
上
iJ
井
な
′
､'
一
.卜
川
相
川!
及
び
何
岬
1;

仲
仰山
分
野
敷

け

桔

畔

に
比
し
'

…!E
L
-
少
し
(耶

tL
川
)Q

第
二
葦

膚
の
各
生
育
期
間
に
於
け
る
暮
夜
照
明
の
影
響

二

･竹

槍

の

カ

は

前
年
比
の
試
験
に
よ
り
'
榊
の
小
文
が
∴
卜
川
時
冊
肘
明
に
止
り
伸
止
せ
ら
ろ
1
端
は
明
ら
か
な
=1
｡
故
に
仙
山
牡
丹
の
各
州

に於
け
る

誰

彼
照
明
の
形
作
を
比
ん
JJ
し
て
'
攻
の
如
き
柳
川
に
t.II.被
照
明
を
な
せ
り
｡
即
ち

1

月
二十
日
よ
-

1
ケ
月
問
t
.i
.,
ヶ

月

間

'

二

1-
ヶ

月

仙

川
ケ

･･;_
二
一<
ヶ
月
榊

の
.i
l別
に
分
て
り
..
別
に
判
照
と
し
て
n
然
状
態
に
仰山
き
た
ろ
紙

準
を
設
け
た
-
0

試
料
と
し
て
は
‖州
抑

｢
古
城
野

S
＼t
t
t
J
と

及
び

｢
推
遼

A
＼
tt
Jt
J
を
川
ひ
た
-
Q

昭
利
六
年

の
l
〃
上
.切
に
'
山
神
卜
井
桝
の
ポ

側
の
フ
ォ
ト
ベ
リ
オ
.+
tT<
ム
に
叩
T
ろ
即
搬
帆
鮒
升
(那
).
削

り

八
し
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フ
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サ
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ム
に
網
す

畠
附
糾
訳
へ箭

l
鞭
)

八
･<

ツ

ト

に

鵬

を

柵

付

け

'

1.
月
二
十
円
よ
-
1-f
験
拙
作
を
な
せ
-
｡
肥
料
と
し
て
i(
LFi榊
'
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
'
地
域
醗
'LF
永
'
木
次
を
北
肥

叉
は
追
肥
(
三
回
に
分
つ
)
と
し
て
施
せ
-
0

生
育
中
は

一
週
間

毎
に
草
丈
'
分
軒
数
を
調
it'せ
-
｡

二
'
旗

験

の
結

泉

=瓜破
照

明
の

時
制
と
尊
父
'
分
場
'
開
花

例等と
の捌
係
は
節
7
4-
_朋
束

の
如
し
｡

雪
目
期
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1
1

1

備
考
(
l
)
草
丈
は
始
罷
帯
丈
に
L
て
(1
株
の
可
玉均
な
り
｡

(
2
)
･･
-
-
･･は
屯
冴
照
明
の
欄
間
を
戻
す
O

(
li)
軟
の
短
か
き
は
､
ホ
ッ
ト
に
遵
培
せ
ろ
た
め
春
分
が
卜
分
な
ら
ぎ
t)
L
に
鴎
ろ
な
り
8

那
-三女
三.rL･r攻
照
uJlの
時
好
]
と
分
礁
敗
と
Qu
醐
擁

1
3

9.0
1
7J)

4rn.r'
1rO
r
j.(く

3
70

古
屋
粁

同
.-i
ヶ
月
間
R
O

9
り
17.f;

LF
J.Q

lOSJ;
3
76

S
/H
ht/
4

同
3
ケ
月
間

7.ll
lit.O

17ぷ
5R
.F;

i:I;;≡し0
棚

同
1
ケ
月

間
{).O

8.6
19.6

軸
.CI

1ニ上.I.i:J
4.hrj

害
e
ト
太
上
'(
ユ
iT
≠
'Ti
<
ii生
i
-
吋
に
津
g
毒
群
(張
l
叢
)



寧
S
tト
も
ェ
'(
>
七
'b
'r(
<
ii
民
心
噸
蛭
巨
直
訳
(綜
l儲
)
･

if○

備
考
(
1
)
分
変
数
は
6
株
の
平
均
な
L)
O

(
2
)
･-
･-
･.t淑
照
明
の
期
間
を
示
す
｡

第
lTq
鼓
舞
夜
J照
明
の
時
願
と
開
花
始
期
と
の
関
係

1
石
屋
野
S
/111/Ll

荘
蓮
/̂l
l,/
i

t

討
巌
開
始
後
,,')
ヶ
月
間

5
月
さ
.ll
Ei

I
.う
月
9
日

同
J=
ヶ
月
間

5
月
8
.7
E)

5
月
8
.7
日

同
3
ケ
月
間

5
月
8
.3
日

5
月
9
.;i
日

同
2
ケ
月
間

5
月
1{i
3
日

5
月
L1
.6
日

同
1
ケ
月
間

5
月
15
E]

{)
月
14
日

厨
考
上
表
は
∩
株
の
7Fl･均
な
り
O



班
硬
照
明
の
帖
別
と
革
文
の
伸
長
と
の
槻
係
に
就
き
て
'
第
二
我
を
見
れ
ば
'
彩
轡

の
明
ら
か
な
る
時
期
と
黙
ら
ざ
る
時
期
と
あ
-
｡
即

ち

一
I
三
月
の
胤
に
は
t
tJ
j夜
照
明
の
彫
砂
殆
ん
ど
な
し
'
捌
I
五
月
に
は
む
夜
照
明
を
粒
離
せ
る
も
の
は
'
擦
準
に
比
し
著
し
く
起
き
を

見
る
な
-
.
即
ち
E.rj
夜
周
明
に
よ
っ
て
草
丈
を
許
し
′
､伸
長
せ
し
め
た
-
｡
然
る
に
六
月
下
旬
に
於
て
は
'
再
び
各
畷
附
に
茅
輿
を
認
め
ざ

る
に
到
れ
-
前
側
の
資
験
に
て
粥
夜
照
明
の
も
の
が
･'

ハ
月
末
に
於
て
も
小
文
高
か
-
L
は
'
凶
月
十
先
口
に
'
即
ち
本
襟
験
よ
=1
も
非
だ
遅

れ
て
牲
助
に
苗
字
せ
L

に
囚
る
な
-
0

次
に
分
帝
政
に
就
き
て
見
る
に
t
i
...
夜
照
りJ
を
川
1
1<
ヶ
聞
純
絹
せ
ろ
も
の
は
梯
畔
に
比
し
て
和
少
き
も
t

T
1
三
ケ
月
佃
に
て
小
止
せ

る
も

のに
て
は
人
な
る
芸
輿
を
認
め
す
｡

i
E

f収
照

明

の
止
桃

に

亙

る
も
の
相
へ
開
化
i
=
軌
を
化
赴
せ
し
む
る
こ
と
は
恥
州
立
の
如
し
｡
M

LIL卿
に
叶
.J聴
牌
明
を

一
ケ
月
間
催
し
て

巾
止
せ
る
も
の
は

反
っ
て
開
花
的
刺
を
抑
祉
延
せ
し
め
た
-
0

考

秦

1
.
照

明
時

制
と
孤
の
開
花
始
剃
'
草
丈
へ
分
帝
政
竹

7
と
の
槻
係

隅
は
長
日
性
捕
物
に
し
て
'
二
十
川
崎
側
州
明
に
よ
り
て
朋
花
促
進
せ
ら
れ
'
上

1.
八
'
糊
帖
閉
脚
明
に
よ
-
て
抑
制
せ
ら
る
1
な
り
｡

碑
文
の
仰
滋
は
二
十
四
時
間
肘
明
に
て
性
'
排
群
に
比
し
火
な
る
も

(
仰
し
_2
7月
十
先
口
よ
-
六
〃
二
十
四
円
迄
の
柳
mI
m
明
)､

十
二
'

八
t
Hlt
帖
冊
照
明
に
て
は
小
と
な
れ
り
0
而
し
て
十
二
'
八
'
川
帖
糊
付
明
柾
の
も
の
は
旧
明
以
外
の
時
州

(
多
く
は
夜
間
)

に
は
晴
S
Lに

入
れ
た
-
｡
伽
ち
二
十
四
時
間
肘
明
及
び
松
神
値
の
も
の
は
'
械

間

に

比
粒
的
化
狐
に
し
て
'
且
つ
詳
鮎
に
越
す
.A?
稗
地
肌
な
る
状
態
に
捉

他
の
フ

ォ
ト
べ
リ
オ
ヂ
ガ
ム
に
脚
す
る
Sf
駿
的
州
別
(節
!剛
‥･T

九

l



洞
の
フ
ォ
ト
べ
-
オ
ヂ
tT(
A
に
網
す
7(捕
.1倍
的
研
訳
〔約

7鞭
)

九
二

か
れ
た
る
に
比
し
､
十
二
'
八
'
四
時
間
肘
明
の
も
の
は
厩
･llijT<内

山
比
較
的
･.=Z
流
に
し
て
'
柏
乾
燥
せ
る
･;(u就
中
に
置
か
れ
た
る
た
め
'
共

の
il..･
丈
の
仲
滋
を
帆
害
し
た
る
も
の
と
も
考

へ
ら
る
1
な
-
C
さ
れ
ば
.a
に
研
究
を
再
ね
'
止
の
鮎
を
明
ら
か
に
す
る
計
沸
な
-
Q
又
前
述

廿
日lt

時
間
照
明
を
辿
糾
し
た
る
時
'
始
め
丑
の
仲
長
大
に
し
て
後
に
然
ら
ざ
る
は
'
斗
-
開
花
し
た
る
馬
め
伸
長
が
抑
止
せ
ら
る
1
な
-
｡

分
帝
政
に
就
き
て
見
れ
ば
'
十
.
…時
聞
及
び
八
時
間
肘
明
の
も
の
は
頼
準
と
大
差
な
き
も
'
二
十
川
時
間
及
び
川
時
間
Jm
明
帳
は
拙
準
に
比

し
分
蜂
駄
少
し
｡
こ
れ
_唱
峠
聞
m
明
に
て
は
頚
骨
不
良
と
な
-
し
た
め
へ
文
二
十
何
時
聞
照
明
の
も
の
は
開
花
結
貨
に
養
分
を
桐
畑
せ
ら
れ

し
薦
め
'
夫
々

分
乗
数
が
小
と
な
-
し
も
の
な
る
べ
L
c

二
､
珊
我
肘
明
の
時
期
と
閥
の
生
育
と
の
関
係

.r
月
.
山十
日
よ
り

T
ヶ
月
間
､
二
ケ
月
間
､
三
ケ
月
間
'
四
ケ
月
間
､
五
ケ
月
間
の
i.:歳

肘
明
を
行

へ
る
結
兜
に
よ
れ
ば
､

l
I
二
月
に

於
て
は
､
F.I.液
肘
明
に
よ
り
て
鵬
の
仲
立
を
促
進
せ
し
む
る
こ
と
不
能
な
-
Q
こ
れ
は
低
況
な
る
た
め
'
梢
が
CTi
准
照
明
に
よ
-
て
感
鳳
せ

ざ
る
に
困
る
も
の
な
る
べ
L
Q
I
I
五
月
に
到
れ
ば
､
櫨
夜
m
明
に
よ
-
て
､
草
丈
の
仲
点

は
背
し
-
促
進
せ
ら
る
1
な
-
｡
然
る
に
六
八

7二
十
日

(
牧
柁
山
前
)
に
於
て
は
'
拙
準

に大
同
小
異
と
な
れ
-
｡
誰

L
井
の
坪
山
は
､
川
-
茄
H
に
於
て
'
近
攻
照
明
に
よ
り
光
背
促
赴

せ
ら
れ
し
も
の
は
､
そ
れ
文
理
-
督
打
停
止
し
'
開
花
成
熟
に
茸
分
を
粥
や
さ
る
1
･9
､
標
準
は
徐
々
に
t

R
'つ
捉
-
迄
磯
育
伸
長
す
る
た

め
'
両
者

の
草
丈
が
近
似
と
な
る
な
り
｡
前
回
の
牡
験
に
於
て
'
二
十
州
畔
閉
脚
明
の
も
の
が
赦
擢
山
前
に
於
て
も
'
北
の
草

丈
大
な
-
L

は
､
托
騎
捷
作
用
始
州
が
ー叫
月
十
五
円
に
し
て
､
本
件
験
の

一
月
二
十
日
よ
-
拝
し
-
過
き
に
関
る
な
-
｡
F:=:夜
照
明
が
長
期
に
亘

る
喝
合

は
鵬
の
開
花
別
を
斗
め
'
分
乗
を
抑
制
す
る
傾
向
あ
-
0

三
'
鵬
の
叔
Ii=
上
北
礁
肘
明
の
利
用
時
制



雌
の
栽
7i
｡
上
世
丈
の
伸
長
を
計
る
た
め
'
聖
夜
糊
明
を
傑
際
利
用
す
る
場
合
に
'
非

の
時
期
に
就
き
考
i
L;す
れ
ば
攻

わ如
し
｡

桁
及
び
番
に
於
て
は
早
期
に
分
粟
せ
る
丑
が
良
-
資
性
し
て
収
陣
に
供
せ
ら
る
･･･
な
-
｡
然
る
に
1:Jj
T
と
興
な
-
て
'
純
は
九
月
中
旬
以

後
に
分
要
せ
る
も

の
が
恩
赦
に
伸
長
し
て
収
雌
物
と
な
る
な
-
O
こ
の
事
は
'
節
二
部
の
分
帝
政
を
は
る
に
兆
の
大
多
数
が
九
日
小
切
以
後

に
急

増
せ
る
を
見
て
も
明
ら
か
な
-
｡
Li=
際
⊥
凶
月
迄
に
叉
は
収
雌
L;J
前
に
分
額
せ
る
も

の
は
短
く
し
て
襟
川
的
肌
仙
な
き
な
り
｡
杖
に
収

軽
に
似
せ
ら
る
1
分
粟
!:削iiの
伸
長
を
促
進
せ
し
む
る
べ
-
拙
攻
照
明
を
行
ふ
む
=1k
も
滴
常
と
す
｡
肋
を
娼
夜
照
明
に
す
れ
ば
'
先
ず
弔
文
を

仰
起
し
て
'
攻
に
開
花
を
小
む
る
も
の
な
り
｡
収
に
兆

の
糊
糊
が
長
を
に
央
す
る
時
は
若
花
を
多
-
し
て
肺
の
品
質
を
似
･で

す
る
な
-
｡
節

1
回
鞍
験
に
於
て
t
M
月
十
五
円
よ
り
丑
夜
照
明
拙
作
を
な
せ
る
も

のは
'
背

丈

の
伸
長
を
i(
な
ら
し
む
る
と
共
に
'
開
化
を
斗
め
弟
花
数

と
多
か
ら
し
め
た
-
(
妨

一
粒
)｡
舷
に
川
村
十
五

日,･<
-
牧

場
斯
道
の
F.j
夜
肘
明
は
滋
朋
冊
に
失
す
る
こ
と
りj
ら
か
な
=
Q
さ

れ
ば
之
よ
-

迎
-
五
月
小
E
以
後
に
行
ふ
を
可
な
る
が
如
き
も
'柵
柵
な
る

iLJ
夜
照
明
欄
糊
の
決
淀
に
北
き
て
は
へ
.S
Lに
詳
細
な
る
性
塊
を
行
ふ
計
諏
な
り
.

摘

要

一
'
鵬
は
長

円

性
机
物
に
磁
す
｡

二
'
榊
の
糊
花
期
及
び
や
丈
の
仰
長
は
二
十
川
時
糊
付
明
に
ょ
り

て
促
進
せ
ら
れ
'
十
二
時
冊
以
下
の
肘
明
に
て
抑
制
せ
ら
る
｡
二
十
川
畔

聞
及
び
凶
時
糊
肘
明
は
順
鞘
の
分
鞍
を
班
ぐ
｡

≡
'

1
-
二
月
に
於
け
る
叫
八
礁
仰
仙明
は
鵬
の
草
丈
の
仰
長
に
影
轡
な
き
も
'
例
月
以
後
に
て
は
草
丈

の
仲
LiX
を
促
進
せ
し
む
｡

個
'
髄
の
栽
培
上
'
非
文
を
仰
出
せ
し
む
る
た
め
に
'
推
衣
肘
明
を
な
す
べ
き
時
制
は
五
月
中
旬
⊥ュ
後
な
ら
ん
｡

研
和
九
甲
十
月
九
日

大
嬰

鮒
死
所

鵬
の
フ
ォ
ト
ベ
リ
オ
ヂ
ノT(
ム
に
鞘
す
る
凹
齢
的
肋
訳
(前
山
馳
)




